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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月24日(2019.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱可塑性ポリウレタン（Ａ）の質量部とポリオレフィン（Ｂ）の質量部の合計を１００
質量部としたときに、
　（Ａ）６０～８５質量部の熱可塑性ポリウレタンと、
　（Ｂ）１５～４０質量部のポリオレフィンと、
を含有し、更に、熱可塑性ポリウレタン（Ａ）とポリオレフィン（Ｂ）の合計１００質量
部に対し、
　（Ｃ）１～１５質量部の、ビニル芳香族モノマーと共役ジエンモノマーから得られる水
添ブロックコポリマーを含み、
　前記水添ブロックコポリマー（Ｃ）はアミン変性水添ブロックコポリマーであり、且つ
　前記ポリオレフィン（Ｂ）はポリエチレンである、ポリマー組成物。
【請求項２】
　熱可塑性ポリウレタン（Ａ）の質量部とポリオレフィン（Ｂ）の質量部の合計を１００
質量部としたときに、
　（Ａ)６５～７５質量部の熱可塑性ポリウレタンと、
　（Ｂ)２０～３５質量部のポリオレフィンと、
を含み、更に、熱可塑性ポリウレタン（Ａ）とポリオレフィン（Ｂ）の合計を１００質量
部に対し、
　（Ｃ)５～１０質量部の水添ブロックコポリマーを含む請求項１に記載のポリマー組成
物。
【請求項３】
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　水添ブロックコポリマー（Ｃ）は、ブタジエンモノマー由来のブタジエンモノマーユニ
ットを共役ジエンモノマーとして含み、スチレンモノマー由来のスチレンモノマーユニッ
トをビニル芳香族モノマーとして含み、かつ、少なくとも１つのブタジエンモノマーユニ
ットが水素化された請求項１又は２に記載のポリマー組成物。
【請求項４】
　水添ブロックコポリマー（Ｃ）は、共役ジエンモノマー由来の二重結合の水素化率が９
７％以上である請求項１～３のいずれか１項に記載のポリマー組成物。
【請求項５】
　水添ブロックコポリマー（Ｃ）は官能基としてアミノ基を有する請求項１～４のいずれ
か１項に記載のポリマー組成物。
【請求項６】
　熱可塑性ポリウレタン（Ａ）は、ジイソシアネートとポリエーテルポリオールから得ら
れたものである請求項１～５のいずれか１項に記載のポリマー組成物。
【請求項７】
　ポリエーテルポリオールがポリテトラヒドロフランを含む請求項６に記載のポリマー組
成物。
【請求項８】
　熱可塑性ポリウレタン（Ａ）は、ＤＩＮ５３５０５に従って測定される硬度が７０ショ
アＡ～６５ショアＤである請求項１～７のいずれか１項に記載のポリマー組成物。
【請求項９】
　ポリオレフィン（Ｂ）が低密度ポリエチレンである請求項１～８のいずれか１項に記載
のポリマー組成物。
【請求項１０】
　ポリオレフィン（Ｂ）のＭＦＲが１３ｇ／１０分以下の範囲にある請求項１～９のいず
れか１項に記載のポリマー組成物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載のポリマー組成物に基づく射出又は押出し成形品
。
【請求項１２】
　成形品中の熱可塑性ポリウレタン（Ａ）中に、ポリオレフィン（Ｂ）の相が分散してい
る請求項１１に記載の成形品。
【請求項１３】
　成形品が靴の表底である請求項１１又は１２に記載の成形品。


	header
	written-amendment

